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 発刊日  平成 25 年 11 月 18 日   

 

 

 

    第 73 号   発  行 奈  良  体  育  学  会  

事務局：  奈良教育大学  保健体育講座  （  〒 630-8528 奈良市高畑町  ）  

                                                                                                                    

ごご挨挨拶拶：：奈奈良良体体育育学学会会大大会会開開催催ににああたたっってて   
 

奈良体育学会会員の皆様へ  

奈良体育学会会長  井上洋一  

 

晩秋深まる折、会員の皆様にはますますご活躍のことと存じます。                

さて、「平成 25 年度体育学会大会」のご案内をさせて頂きます。今年度は、「『新しい公

共』を担う総合型地域スポーツクラブ」をテーマとしたシンポジウムを開催することにな

りました。本会が、地域との連携を強め、県内の体育・スポーツ振興に少しでも貢献でき

ればと考え、奈良県教育委員会と奈良市教育委員会に後援をして頂き、このシンポジウム

を一般の方に公開することとなりました。また、昨年度同様、奈良女子大学地域貢献事業

の一つである「フォローアップ事業」と連携し、奈良県の運動推進にかかわる方々にも出

席して頂きます。  

また、シンポジウムの前には、3 題の一般発表が予定されています。この機会に、多く

の方々と幅広い意見交換ができますことを期待しております。万障お繰り合わせの上、ご

参会下さいますようお願い申し上げます。  

                                

 

 

 

平平平成成成 222555 年年年度度度奈奈奈良良良体体体育育育学学学会会会大大大会会会プププロロログググラララムムム    
 

期 日： 平成２５年１２月７日（土）   

会 場： 奈良女子大学  文学系 N 棟 2 階西側  N202 教室  

（別紙の地図をご参照下さい）  

 
13 時 00 分～ 受付（N202 教室前）  

 

13 時 15 分～ 平成 25 年度 奈良体育学会総会  

 

 

〈一般発表〉13 時 50 分～14 時 50 分（１題につき発表 15 分、質疑応答 5 分）  

  座長 中谷 昭（奈良教育大学）     
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13 時 50 分～  

「ヨーロッパ球戯史の現状と課題  －カルマとギルマイスターの『系図』を  

手掛かりとして－」  

  ○松井 良明（奈良工業高等専門学校）  

キーワード：ヨーロッパ、球技、歴史  

  要旨：ヨーロッパ球戯史に関する先行研究は大半が個別の「種目史」を中心としたも
のであるが、それらを「統合」する試みの一つが「系図」の作成である。本発表で
はカルマとギルマイスターの「系図」を手掛かりに、今後の研究課題を検討する。 

 

14 時 10 分～  

「柔道授業のあり方 －教師の視線から－」  

○穴井隆将（奈良教育大学大学院生）  

キーワード：柔道、体育授業  

  要旨：体育授業における武道の必修化がもたらす問題点や課題を、学校現場の教師

が実際行っている授業内容やアンケート調査から導きだし、どのような視点から

授業を展開することができるか考察した結果を発表する。  

 

14 時 30 分～  

「スポーツと暴力」  

  ○山本徳郎（元奈良女子大学）  

キーワード：学術的貧困、非・反暴力宣言、再生可能性  

  要旨：体育・スポーツ・武道関係者（指導者・学生）の情けない現状を再認識し、そ
れを生み出した学術的貧困（指導者養成）、体育・スポーツ界の「反省」欠如体
質を反省し、再生可能性を「教育と地域」論や CS 論の検討から考える。  

 

 

 

 

〈公開シンポジウム〉15 時～17 時  

 

テーマ：「新しい公共」を担う総合型地域スポーツクラブ  

 

後  援  ：後援：奈良県教育委員会、奈良市教育委員会  

 

趣  旨  ： 2010 年に文部科学省が策定した「スポーツ立国戦略」には、社会全体でスポー

ツを支える基盤の整備が重点戦略の１つにあげられており、その施策として、地

域のスポーツクラブがスポーツを通じた「新しい公共」を担うコミュニティの拠

点として発展することを推進することが記されている。現在、奈良県内には準備

中のクラブも含めると 36 市町村に 55 クラブが存在している (全国には約 3,000

クラブ )。本シンポジウムでは、県内で積極的にスポーツ推進活動を展開している

クラブの理事を招き、「新しい公共」を担うこれからの総合型地域スポーツクラ

ブのあり方を検討することとする。  

 

シンポジスト：  

１）井上洋一（奈良女子大学）  

「日本のスポーツ政策－スポーツ基本法の成立と基本計画」  

２）川崎香織（NPO 法人 川西スポーツクラブ 理事）  

「クラブ運営と指定管理業務」  

３）松原政則  （NPO 法人  吉野スポーツクラブ 理事長）  
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「総合型地域スポーツクラブと町づくり」  

４）福西達男  （NPO 法人 ポルベニルカシハラ  スポーツクラブ 理事長）  

「多様な機関との連携・協働による新たな事業展開」  

コメンテーター：  

１）石坂友司（奈良女子大学）  

２）備前嘉文（天理大学）  

司  会  ：高橋豪仁（奈良教育大学）  

 

全体討論（16 時 20 分頃～）  

 

 

17 時 10 分～18 時 40 分  

 懇親会（奈良女子大学 教職員会館）  

     会費：3,000 円  

※当日受付可ですが、料理の注文の都合上できるだけ 11 月 29 日（金）までに  

奈良教大・高橋までお申し込み下さい。電話とファクス番号 :0742-27-9235 

E メール :takahasi@nara-edu.ac.jp 

 

研究年報原稿依頼   

 奈良体育学会では、会員の皆様からの「奈良体育学会研究年報」への投稿をお待ちして

おります。学会大会で発表された方（一般発表）は、下記の要領でご投稿下さい。学会大

会で発表していない論文も、「誌上発表論文」として掲載します。  

 

締め切り：平成 26 年１月 31 日 (金 )【消印有効】  

提出先 ：奈良体育学会事務局（奈良教育大学  保健体育講座  高橋宛て）  

    ※CD-ROM などの媒体（添付ファイル可、 takahasi@nara-edu.ac.jp まで）と、

プリントアウトした印刷物とをご提出下さい。 折り返し受領のお知らせをしま

すので、メール等の連絡先を必ず添えて下さい。  

書 式 ：用紙 A４、40 字×40 行一段組、図表ともで 4～6 枚、上下左右の余白を 20ｍｍ  

     （過去の奈良体育学会研究年報をご参照下さい。）              

    ※提出いただく原稿は、オフセット印刷しますので、完成原稿でお願いします。 

 

 

 

事務局からのお知らせ  

 

※ 日本体育学会から自動的に年会費が引き落とされない会員の皆様へ  

  平成 25 年度の年度会費をお納め下さい。学会大会当日にも受け付けます。年会費は

1,500 円です。なお、2 年続けて年会費を納入しない正会員は退会とさせて頂きます。  

  【年会費振込先】  郵便振替  口座番号  ０１０００－２－２８１６９  

                 加入者名  奈良体育学会  

 

 

※ 平成 25 年度第３回奈良体育学会理事会の開催  

  2013 年 12 月 7 日（土）午前 11 時 30 分から、奈良女子大学文学部北棟 N123 で開催

します。役員（会長、副会長、理事、会計、庶務）の方はご参集下さい。   
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